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管理職のための
ロジカルシンキング研修

一般社団法人 日本経営協会講師
関山 祐介（せきやま ゆうすけ）

論理矛盾なく確実な業務フローを
構築する

本講師の他の研修

a. タイムマネジメント
b. モチベーションアップ
c. わかりやすい資料作成

 本研修の概要とねらい

ロジカルシンキングの方法を学ぶとともに、具体的な事例を検証検討しなが
ら、ロールプレイによって、行政機関に特化して実務に即座に活用できる
内容を目標とする。

 主なコンテンツ
ロジカルシンキングとは何か、ロジカルシンキングの基本、フレームワー
ク、事業案策定 など（詳細は裏面のタイムテーブルをご参照ください）。

 演習/実習の内容
・事例検証
・ロールプレイング

 受講対象（推奨）

管理監督者

 講師からの一言
気分や雰囲気、根拠や裏づけのない判断や業務処理、そして、担当者が
個人の仕事のやり方で事務処理をしている現実。この状況が、残念ながら、
行政組織内に蔓延し、業務改善も、異動もままならないような業務環境に
なっている組織も多くなっています。
論理的、合理的に業務や処理を検討し、常に最適化を考えるためには、
ロジカルシンキングの力は、全職員に必要です。また、今後急速に進むRPA
（ロボティック・プロセス・オートメーション）に対応するためにも、このスキル
は、確実に体得しておく必要があります。
この研修では、課題提示の上で、ロールプレイを繰り返し、難しい事柄を、
面白く、楽しく、かつ、仕事の検討にすぐに使えることを目標にしています。
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本研修に関するお問い合わせ

■本研修を受講した研修生の感想

✑ロジカルシンキングというと、
若手職員が学ぶイメージを持っていたが、
組織構造を維持するためにも
管理監督職が改めて学びなおすことの
大切さがよくわかりました。

■本研修コーディネート担当者からの
ワンポイントメッセージ

✑ロジカルシンキングの基本から、
実際に事業案を作成する際にどのように
活用していけばいいのかまで
1日で学べるプログラムです。

研修テーマ 主なコンテンツ

１．ロジカルシンキングとは何か
（１）小演習
（２）ロジカルとは何か。
（３）ロジカルに不可欠な要素。
（４）ロジカルシンキングの実際

２．ロジカルシンキングの基本
（１）図示化 （２）分類分析
（３）問題の抽出と全体フローの検証
（４）システムツリー構造。
（５）自己の主張ではなく、根拠から考える。
（６）プロセス化する。
（７）演繹法と帰納法演繹法とは

各々の特色と活用方法
（８）推論

３．フレームワーク

４．事業案を策定してみる

５．まとめ 総括

☞代表的なテーマについて、論理的に解説しあう。

☞本質的命題と目標は何か? 目指すべき到達点は何
か? 現時点の障害は何か? 想定されるリスクは何
か? どのようなストーリー(フレームワーク)が必要
か?

☞Why⇔because・~ing⇔thenの相関をつなげて
ロジックストーリーを作る。

☞仮説設定 演繹法ならびに帰納法により仮説を
構築する。仮説を検証してみる。

☞具体的に、行政事例(判例事例等)を検証してみる。
行政の成功事例を分析してみる。


